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2023年 12月期の株主還元（増配）の考え方に関するお知らせ 

 

当社は、2023年２月10日付の「2022年12月期 決算短信〔日本基準〕(連結)」においてお知らせしま

したとおり、2023年12月期の株主還元の考え方について、下記のとおりといたしましたので、お知らせ

いたします。 

 

記 

１．2023年12月期の株主還元の考え方 

当社は、株主に対する利益還元を経営の最重要課題のひとつと位置づけた上で、財務体質の強化と経

営環境の変化に対応するために必要な内部留保を確保しつつ、収益の状況および先行きの見通しなどを

踏まえ、安定的な利益還元を行うことを配当の基本方針としております。また、2022年11月30日付の

「株主優待制度の廃止に関するお知らせ」のとおり、株主優待による還元よりも「配当金による直接的

な利益還元を充実することがより適切であると判断」するフェーズに立ったと認識しております。 

当社は目下、「第１次中期経営計画（2021年12月期～2023年12月期）」を鋭意推進中であります。特

にその最終年度である2023年12月期は、当社のポテンシャルを一気に顕在化させるとともに、次なる中

期経営計画で非連続の成長を期する高いステージでの先行実践期と捉え、事業を推進しております。 

その視点から、当期の連結業績計画は、前期比２倍以上の親会社株主に帰属する当期純利益1,200百

万円を掲げており（2023年２月10日付「2022年12月期 決算短信〔日本基準〕(連結)」にて公表）、な

おかつ現時点において、その達成に向けた収益不動産残高の戦略的積み上げが順調に進捗しているとい

う状況にあります。 

こうした企業状況を総合的に勘案した結果、2023年12月期の１株当たり年間配当予想を、中間配当３

円50銭、期末配当４円50銭、計８円（前期比177％）とすることといたしました。 

 

２．配当予想の内容 

 年間配当金（円） 

 第２四半期末 期 末 合 計 

今 回 予 想 

（2023年２月 10日公表） 

円 銭  円 銭  円 銭  

3.50  4.50  8.00  

前 期 実 績 

（2022年 12月期） 
0.00  4.50  4.50  

 

３．配当予想に関する留意事項 

上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報および合理的であると判断する一定の

前提に基づき作成したものです。実際の配当金額につきましては、今後の業績動向など様々な要因に

よって予想数値と異なる結果となる場合があります。 



 

（ご参考）各種指標の推移 

 
2022 年 12 月期 

(実績) 

2023 年 12 月期 

（予想） 

１ 株 当 た り 配 当 金 4.50 円 8.00 円 

配 当 金 総 額 220 百万円 391 百万円 

配 当 性 向 39.8% 31.0% 

株 主 資 本 配 当 率 （ D O E ） 1.4% 2.6% 

配 当 利 回 り 3.1% 5.6% 

（注１）2023年12月期の配当金総額及び株主資本配当率（DOE）は、2022年12月期末時点の配当対象

株式数及び株主資本に基づき算出しております。 

（注２）配当利回りは、2022年12月期末時点の株価終値（143円）に基づき算出しております。 

 

以 上 


